
ご紹介 Antage ＭＢ

－ 使い方について－

☑ Non Colored
☑ Non Staining
☑ Non Blooming
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アンテージＭＢはイミダゾール系の二次老化防止剤（過酸化物分解剤）として良く知られています。

本資料はアンテージＭＢの使い方の基本をおさらいをすると共に、他の老化防止剤にはない機能の幾つか

をご紹介したいと思います。

2-メルカプトベンズイミダゾール

外観 ； 白色粉末
分子量 ； 150.20
密度 ； 1.43 g/cm3

融点 ； 280℃以上
Log Pow ； 1.66（実測値）
CASNo. ； 583-39-1
MITINo. ； 5-472

アンテージＭＢの適用範囲は広く、天然ゴムなどの汎用ジエン系ゴムから含ハロゲンポリマー等の特殊ゴム

まで使用でき、硫黄加硫でも過酸化物架橋でも使用することができます。

一般的には一次老化防止剤（ラジカル連鎖禁止剤）と併用され、特に耐熱面で目に見える効果が期待

できます。

また、汚染性も着色性もないので、白色や明色配合にも使うことができます。

加硫（架橋）反応やゴム物性への影響は、ゴムの種類と配合によって異なりますが、特性を生かすことによっ

て加硫促進剤として使うこともできます。

アンテージＭＢは不純物の少ない微粒子であり、特殊ケーブルや医療用ゴム用途に耐える常に安定した

品質と実績を誇ります。

イミダゾール系
二次老化防止剤
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AntageＭＢ

イオウ加硫における使い方

ジエン系ゴム（イオウ加硫系）の耐熱性を改善するには、加硫系と老防系のいずれの面も考えることが必要になります。
加硫系は一般的に準有効加硫系（低硫黄・高加硫促進系）が選択され、老防系も単一で使用するのではなく、
相乗効果を狙った併用系が選択されます。

硫黄 ２．５部
アクセル ＣＺ １．０部

硫黄 ０．５部
アクセル ＣＺ １．０部
アクセル ＴＢＴ ０．５部
アクター Ｒ １．５部

・硫黄の添加量を減らす
・加硫剤を追加する

（耐熱加硫系）

アンテージ６Ｃ ２．０部

アンテージＭＢ １．０部
（過酸化物分解剤）

（耐熱老防系）

アンテージ６Ｃ ２．０部
（ラジカル連鎖禁止剤）

・ＭＢを追加する

（一般加硫系）

（単一老防系）

加硫系，老防系の例

硫黄 ０．５部
アクセル ＣＺ １．０部
アクセル ＴＢＴ ０．５部
アクター Ｒ １．５部

アンテージ６Ｃ ２．０部
アンテージＭＢ １．０部

硫黄 ２．５ｐｈｒ
アクセル ＣＺ １．０ｐｈｒ

アンテージ６Ｃ ２．０ｐｈｒ
アンテージＭＢ １．０ｐｈｒ

硫黄 ２．５ｐｈｒ
アクセル ＣＺ １．０ｐｈｒ

老防なし

硫黄 ０．５ｐｈｒ
アクセル ＣＺ １．０ｐｈｒ
アクセル ＴＢＴ ０．５ｐｈｒ
アクター Ｒ １．５ｐｈｒ

老防なし

Semi EV / AO Semi EV / non AO

CV / AO CV / non AO

NR(RssNo.1) 100

N330 Carbon 50

ZnO 5

Sta. 2.0 

Exton L-2-G（滑剤） 2.0 

加硫系，老防系 右記

（配合部数）

右記の青で囲まれた系は、耐熱性
を求めるのに適切な耐熱加硫系と耐
熱老防系の組み合わせになります。
それ以外の系と比較して、どの程度
耐熱性が向上するかを次に示します。
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断
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（
％

)

老化時間 (hrs)

耐熱老化性（１００℃，ギヤーオーブン）

熱空気暴露（１００℃）における、破断応力と破断伸びを比較すると、耐熱加硫系と耐熱老防系を組み
合わせた系（SemiEV/AO)が低下が最も少なく、それらを組み合わせることは耐熱性を改善する方法である
ことがわかりました。



川口化学工業株式会社 Antage MB 2018.1

AntageＭＢ

過酸化物架橋における使い方
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イソシアヌル酸トリアリル

トリアリック ®

アミンやフェノール系の一次老化防止剤は、主たる作用がラジカル連鎖禁止作用となりますので過酸化物架橋
を阻害します。よって過酸化物架橋系での使用が制限されます。
一方、アンテージＭＢ（イミダゾール類）は、架橋反応にそれほど影響を与えずに、架橋反応後に残った過酸化
物を分解し安定化させます。
更に架橋効率を高めるために、架橋助剤を併用します。
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各種老化防止剤の過酸化物架橋に対する影響度
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EPDM:100,N330 Carbon:50,ZnO:5,Sta.:1,DCP40:6.75,A.O.:1.0

フェノール系 アミン系 その他

N

NH

SH

加硫ゴム中に過酸化物が残存する場合 → 著しく劣化が起こる（ＥＰＤＭは硬化劣化）

↓

・架橋助剤の併用（架橋効率を高める）
・二次加硫（残存する過酸化物の分解を促す）
・過酸化物分解剤の使用（能動的な過酸化物の分解）

Antage ＭＢ
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AntageＭＢ

(配合部数)

EPDM 100

N330 Carbon 40

Paraffinic Oil 10

ZnO 5

Sta. 1

Exton L-7 (滑剤） 1.5

DCP-40 6.75

Triallic (架橋助剤） 2

Antage MB 1.5
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耐熱老化性（１２０℃，ギヤーオーブン），一次架橋のみ
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■ トリアリックのみ
■ トリアリック＋ＭＢ

■ トリアリックのみ
■ トリアリック＋ＭＢ

過酸化物架橋においてトリアリックとＭＢを併用すると、二次架橋をしなくとも物性の変動が小さく
なることがわかりました。
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AntageＭＢ

アンテージＭＢの安定化機構（過酸化物分解）
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AntageＭＢ

耐塩素水性検討の一例 （ＥＰＤＭ配合）

(配合部数)

EPDM 100

N330 Carbon 40

Paraffinic Oil 15

Clay 30

Coupling Agent 2

ZnO 5

Sta. 1

Exton L-7 (滑剤) 2

Ozoguard G (ワックス) 1

Sulfur 1

加硫系 図示

老防系 図示

加硫系 (EMX-Cure)
Accel DM 1.0 

Accel AT 0.5 

Accel TBZT 0.5 

Accel BUR 0.5 

Actor ZMA 1.0 

既存老防

Antage 6C 1.0 

代替老防系

Antage DDA 1.0 

Antage MB 0.5 

DDA+MB ６Ｃ

浸漬水の色

アンテージＭＢは耐抽出性があり、ジフェニルアミン系老防（ＤＤＡ）と併用することにより、耐塩素系でのアンテー
ジ６Ｃの代替ができます。
また、安全衛生性が考慮された加硫系である「ＥＭＸ－Ｃｕｒｅ」との組み合わせで安全性が求められるゴム製品
に対応することができます。

加硫時間＠１７５℃ ４～８分
スコーチタイム＠１２５℃ ７～９分
加硫ゴム物性

硬度 ７０°（７３～７４）
破断応力 １２～１４ＭＰa
破断伸び ５３０～６８０％

およその特性

-45 -40 -35 -30 -25 -20 -15 -10 -5 0

老防なし

ＤＤＡ／ＭＢ

６Ｃ

EB@336hr EB@168hr TB@336hr TB@168hr

耐塩素水性 80℃×168hrs,336hrs (400ppm塩素水浸漬)

変化率 (％)

水に対する溶出性
（老防なしとの対比率）

６Ｃ １０７％
ＤＤＡ／ＭＢ ８７％
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AntageＭＢ

加硫促進剤用途の一例 （ＢＩＩＲ配合）

(配合部数)

BIIR 100

Calcined Clay 25

Talc

表記

Titanium oxide

MgO

Active zinc oxide

Antage MB

酸化亜鉛によるハロゲン化ブチルゴムの架橋に際し、アンテージＭＢは加硫促進剤になります。
得られるゴムは低抽出性であることから、医療用や食品用ゴムに用いられます。
また、ＢＩＩＲ（臭素化ブチルゴム）配合に対して、耐スコーチ性に優れた加硫系を設計することができます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ZnO 5 5 5 5 5 5

MgO 2 1 1 1 2

TiO2 5 5 5

Talc 5 5 5

Antage MB 2 2 2 2

・レオメーター試験＠170℃

ML [dNm] 1.0 

加硫しない

1.0 1.1 1.1 1.2 

MH [dNm] 1.7 3.4 3.7 3.7 4.3 

tc10 [min] 4.1 1.1 1.2 1.2 1.2 

tc50 [min] 6.8 2.0 2.2 2.2 2.5 

tc90 [min] 9.5 5.7 6.3 6.2 7.4 
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⑥

④,⑤ ③

②

①

⑥ 室温,１Ｗ放置でムーニー粘度，スコーチタイムの変動は５％以下

加硫時間＠１７０～１７５℃ １０～３０分
スコーチタイム＠１２５℃ １０分
加硫ゴム物性

硬度 ５０°（４８～５２）
破断応力 ５～７ＭＰa
破断伸び ３００～３５０％

耐熱性(１２０℃,７２時間）
硬度 変化僅か
破断応力 １０％以下
破断伸び １０％以下

耐セット性(１００℃,７２時間） ３０％以下

ＣＯＤ(８０℃,６時間浸漬) 5mg/L以下(参考値)

およその特性


